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平成6年度廃液処理・排水状況
無機廃液部門
　無機廃液処理設備の改修が終了し，本稼働を始めてから一年余りが経過しました。改修開始以来，平成
5年度及び6年度を通して無機廃液の集液は計3回で，通年の年2回より少ない回数であり，各研究室に
はご迷惑をおかけしたことと思います。こあ関係で，平成6年度の一般重金属無機廃液集収量は／図1に
示されるように過去最高の量を示しています。
　さて，処理設備の改修では，老朽化した設備類の更新及び無機廃液発生量の増大に耐えうる処理効率の
改善，並びに処理作業の安全対策を主眼に置いたものであります。廃液処理方法等の基本工程は，従来の
凝集沈澱法をそのまま踏襲しましたが，処理困難廃液に対応して反応処理液の加温装置及び無害化された
処理排水の劣化防止のための曝気装置を新たに新設したことが特徴であります。また，酸・アルカリ等の
薬液類をpH計と連動させ自動調整できることが可能となりました。しかしながら，これらの設備では児
島湖の環境汚染を抱える岡山県では排水規制が厳しく，COD成分の高い無機廃液を排水基準に適合させ
るには今もって安心できる状況ではありません。より無害化された処理排水及び安全な廃液処理を実施す
るために更新されたこれら諸設備ではありますが，排水規制をクリアするために，今年度においても処理
バッチ数は廃液発生量が過去最大であったこともありますが，年間25回に上っています。有機物質を多く
含む無機廃液は，依然として処理困難廃液に変わりはありませんので，今後とも受け入れできない可能性
があり，廃液貯留にあたっては注意を願います。
　最後に無機廃液の収集について，廃液の搬入は従来どうり年2回ですが，平成7年度より毎年6月及び
12月となります。1週間の短い期間に全部局の廃液を収集するわけですが，部局によっては数講座が一度
に搬入に来られることがあります。このような場合には，原則として到着順に受け入れ検査（プレテスト）
を行って頂きますが，受け入れ検査の器具には限りがあり時間もかかるため，しばらく待って頂くことに
なります。また，講座によっては挙手リットルの持込み量となり，受け入れ検査に相当な時間を費やすこ
とがあります。廃液量の多い講座は，利用申し込みをする段階に各自の研究室で受け入れ検査（プレテス
ト）と同一の方法により事前に希釈倍率を求めておくことにより，廃液の搬入がスムーズになると思われ
ますので検討してみて下さい。なおこの場合には，環境管理センターに連絡して頂きフェライト試薬の有
無を確認して下さい。
　平成6年度の無機廃液の部局別年間搬入量を表1，前期，後期の集期別の搬入量を表2，最近10年間の
年度別無機廃液搬入量の推移を図1に示す。平成5年度は廃液収集が1回しか行われなかったため，廃液
発生：量が少なくなっているが，その反動で6年度は過去最高となっている。各部局毎の発生量では，理学
部が増加傾向にあり，医学部が減少傾向にある。
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表1　無機廃液年間搬入量（平成6年度部局別） （単位　の
部　局 遺伝 固地 教育 理 医 医病 歯 歯病 薬 工 環理 農 教企 資生 環セ 大院 医短 津専 合　計
重金属 0 0 580 312257 0 40 0 4632116 8604902280 60512 0 123 92 10795
水　銀 0 0 0 0 27080 0 0 85 5 0 53 0 0 0 0 9 0 502
シアン 0 0 0 10 5 0 0 0 67 50 0 10 220 0 210 0 10 0 582
合　計 0 0 580 313232 8040 0 615 2171860553250060722 0 142 9211879
表2　集期別無機廃液搬入量 前期（平成6年1，4月） （単位　の
部　局 遺伝 固地 教育 理 医 医病 歯 歯病 薬 工 環理 農 教企 資生 環セ 大院 医短 津専 合　計
重金属 0 0 3801300 0 0 20 0 1331342｝ 1601060 0 280 0 95 0 4770
水　銀 0 0 0 0 0 80 0 Q 35 5 ｝ 0 0 0 0 0 4 0 124
シアン 0 0 0 0 0 0 0 0 30 25一 0 0 0110 0 8 0 173
合　計 0 0 3801300 0 80 20 0 1981372一 1601060 0 390 0 107 0 5067
後期（平成6年11月） （単位　の
部　局 遺伝 固地 教育 理 医 二二 歯 二二　薬 工 二二 農 二二 資生 三川 二院 二二 二二 合　計
重：金属 0 0 200182257 0 20 0 330 774860330 1220 60 2320 28 926025
水　銀 0 0 0 0 270 0 0 0 50 0 0 53 0 0 0 0 5 0 378
シアン 0 0 0 10 5 0 0 0 37 25 0 10220 0 100 02 0 409
合　計 0 0 2001832332 0 20 0 417799　860393 1440 60332 0 35 92 6812
一97一
有機廃液部門
　有機廃液処理は，図2に見られるように可燃性溶媒，難燃性廃液とも過去最高の処理量を記録した。特
に難燃性廃液は，2年前の処理量：と比較すると倍以上の増加となり，可燃性溶媒処理量を初めて上回った。
一般に難燃性廃液として処理される有機廃液は，ホルマリン水系廃液及びアセトニトリル含有水系廃液が
主である。近年研究室内に液体クロマトグラフィーが多数設置されたこと及びアセトニトリルを有機廃液
として扱うことが徹底してきたためと思われるが，アセトニトリルの処理量が突出している。7年前まで
はアセトニトリル含有水系廃液は，灯油とのエマルジョン燃焼方式を採用していた。しかし，その操作は
煩雑で多大な労力及び時間を費やすこと，さらには窒素酸化物が多量に大気中に放散されることから，現
在のような難燃性処理方式に変更されたのである。今後ともこの傾向は続くものと思われる。
　可燃性溶媒の処理量については，昨年の水質汚濁防止法上の改正にともない有機ハロゲン化合物（ジク
ロロメタンあるいはクロロホルム等）に対する関心が高まった関係で，これらの廃液が増加傾向にある。
有機ハロゲン化合物の燃焼処理には，灯油若しくは他の非ハロゲン系有機溶媒で塩素濃度5％以下として
処理を行っている。しかしながら，有機ハロゲン化合物の廃液発生講座は必ずしも非ハロゲン系有機溶媒
を持っているとは限らず，灯油による希釈に頼るケースが多く，灯油の消費量が急増している。有機ハロ
ゲン化合物の講座内での使用量は，ジクロロメタンが他の溶媒（エーテル等）への変更を検討されている
ようであり，今後減少傾向になると予想される。しかし，クロロホルムについては，クロロホルム・フェ
ノール系として核酸抽出に利用される講座が増えつつあり，依然として現状のままの発生量となるのでは
ないかと思われる。したがって，今後とも可燃性溶媒の処理量は微増を続けると予想される。
　平成6年度の有機廃液の部局別年間処理量を表3，前期，後期の処理梅毒の処理量を表4，部局別年間
搬入量を表5，最近10年間の年度別有機廃液処理量の推移を図2に示す。各部局留の全処理量に対する比
率は，可燃性溶媒はここ数年ほぼ一定水準にあります。難燃性廃液は，医学部系がほぼ一定量であるが，
他の部局から発生するアセトニトリル含水廃液の関係で急上昇を描いていることがわかります。
表3　有機廃液年間処理量（平成6年度部局別） （単位：の
部　局 遺伝 固地 教育 理 医 四病 歯 歯病
?
工 環理
?
教企 資生 環セ 大回 医短 津専 合　計
可燃性 0 0 720 1770 12800760 029308630 02020130700 0 50 0 0 19200
難燃性 17900 240 1460 436016401710 0 23705630 0389020 1200 170 0 0 24480
合　計 1790 0 9603230 56401760 247005300 1426005910 1509 0 0 220 0 0 43680
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表4　処理期別有機廃液処理量 前期（平成6年4月～7月） （単位　の
部　局 遺伝 固地 教育 理 医　医病 歯 歯病 薬 工 環理 農 教企 資生 環セ大院 医短 津専 合　計
可燃性 0 0 590 790770 30460 0 1230 53400 570 130 7000 50 0 0 10660
難燃性 0 0 240 36018901000660 0 1380 322002720 20 12000 170 0 0 12860
合　計 0 0 830 1150 26601030 1120026108560 032901501900 0 220 0 0 23520
後期（平成6年10，月～12月）（単位　の
部　局 遺伝 固地 教育 理 医 医病 歯 歯病
?
工 環理 農 教企 資生 環セ 大院 医短 津：専 合　計
可燃性 0 0 130980 51090 300 0 17003290 01450 0 0 0 0 0 0 8540
難燃性 1790 0 01100 2470 6401050 0 990241001170 0 0 0 0 0 0 U620
合　計 1790 0 1302080 298073 135026905700 02620 0 0 0 0 0 0 20160
表5　有機廃液年間搬入量（平成6年度部局別） （単位　の
部　　局 遺伝 固地 教育 理 医 医病 歯 歯病 薬 工 環理 農 教企 資生 環セ 大院 医短 津専 合　計
非塩素 0 0 95605 205ユ20 102 0ユ79866700105520 60 0 15 0 0 10745
廃溶媒
含塩素 0 0 30 70158 0 90 0 168 1910 12020 400 0 0 0 887
廃　液 難水系 45 0 40 8510 200 2100 195413 0 260 1 30 0 30 0 0 2046
合　　計 45 0 165760873 320 4020216172740143541130 0　　45 0 0 ユ3678
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図2　過去10年間の年度別有機廃液処理量の推移
（年度）
　現像廃液及び定着廃液の収集を9月に行った。医学部，工学部の写真廃液収集量：が昨年度より20％程度
減少したが，現像廃液は貯留タンクに入りきらず，ポリタンクのまま預かった部局が昨年度に引続きあっ
た。関係各講座にはご迷惑をおかけしました。平成6年度の各部局別の搬入量を表6に示す。
表6　写真廃液搬入量（平成6年度部局別） 平成6年9月　　（単位：㎏）
部　局 保管 遺伝 固研 図館 教育 理 医
?
薬 工 環理 ’農 教企 資生 大院 合　計
現像液 0 0 0 0 181 263 525 0 250 540一 58 0 204 0 2021
定着液 0 0 0 0 89 93 407 0 83 205 一 40 0 51 0 968
合　計 0 0 0 0 270 356932 0 333745 一 98 0 255 0 2989
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洗浄・生活排水部門
1．最終放流水
1．1　水質分析結果
　平成6年度の津島地区各団地の最終放流水水質測定結果（定期分析日10時，14時，16時測定のうち14時
の値のみ〉を表7に示す。生活環境項目については，BODが管理目標値の平均値20mg／　eを3回越えて
いる。有害物質については，この表においては異常値は認められない。しかし後でも述べるが，ジクロロ
メタン等の有機塩素化合物については，異常が発生することがあるため，注意を喚起する一方，排出特性
や希薄排水の処理技術の検討を行っている。平成元年のトリクロロエタンおよびテトラクロロエチレンの
分析項目追加に続き，新たに規制された有機塩素化合物の7項目およびシマジン，ベソゼソ，セレンの分
析を平成7年度から加えた。さらに平成8年度から全窒素および全リンについて上乗せ基準が適用され，
最終放流水は厳しい状況にあるために，特に合併浄化槽の処理技術検討，流入水・処理水の水質管理等も
重要な課題である。
1．2　汚濁負荷量等計測結果
　津島地区のCOD値に係る汚濁負荷量の測定結果と総排水量をまとめ図3に示す。特に異常値は検出さ
れてはいないが，水質的に見ると津島地区からの排出水の平均COD値は，10．5mg〃となり決して良い
値とは言えない。排水量の平均値は，通常では約1000m3／日あるが，渇水による節水のためか724m3／日と
少なくなった。7月8日にピークを示しているのは大雨によるものである。COD計は老朽化が激しかっ
たために，北団地の平成5年度末の更新に続き，東団地および西団地のCOD計と一連の操作盤および監
視盤は，平成6年度の夏に全て更新して頂いた。
2e部局実験洗浄排水
2．1　pH異常発生件数
　表8は，平成6年度の各部局の実験洗浄排水pH異常発生件数を示したものである。　pH異常の発生回
数は平成5年度の56件に比べ大幅に減少した。これは排水基準の改正に伴う様々な教育活動を通じて，排
水の取り扱いに注意を払うようになったものと考えられる。異常の内訳は酸性異常が多く，時間外（勤務
時間外）の発生が全体の72％であった。異常時にはpHの問題以外に有害物質を含有している可能性も高
いために注意を要する。また勤務時間外の異常が多く，センターからの連絡が遅れるために，各部局へも
pH値が伝送され，異常を直ちに検知できるシステムを予算要求している。
2．2　実験洗浄排水の水質調査
　実験洗浄排水は，毎月の定期分析時に最終日流水と同様に10時，14時，16時に各部局の実験洗浄排水を
採水し，全水銀等の重金属の他にBOD，　COD，大腸菌群数等の調査を行っている。その結果，特定の
部局でBOD，　COD，大腸菌群数が管理目標値（表7の上乗せ基準と同じ）を超えることがある。また
新たに規制された有機塩素化合物については，規制される数年前からGC・ECD等による自主分析調査
を行っている。特にジクロロメタンについては，かなり高い濃度で検出される部局があり，最終放流水も
異常値で検出されることがある。これらの水質監視には，GC・MSによる測定が不可欠であり，これら
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の分析機器の充実が急務の課題である。幸い定期分析においては，その他の生活環境項目（年に2回の全
窒素，全リソも含めて）および有害物資は全く問題はなかった。
　さらに要監視項目として掲げられているクロロホルム，トルエン，キシレン等は，学内でよく使用され
る物質であるために特に注意が必要である。
　なお有機塩素化合物の取り扱いの注意については，前述の解説を参考にして頂きたい。
　この実験洗浄排水については，無処理で放流されていることにも大きな問題があり，有機塩素化合物等
の有害物質含有排水やその他の汚濁物質の処理を含めた処理システムおよび異常時の対策について検討し
なければならない。
　将来的には，公共下水道へ放流する計画があるが，この実験洗浄排水の取り扱いについて，排水口の数，
検査方法，異常時の処理方法等の問題については大学全体としての非常に大きな課題であり，公害対策委
員会等で協議して慎重に取り組んでいくことであろう。
3．生活排水
　合併処理浄化槽の管理は担当部局で行い，実際の運転および水質検査は，処理業者が行うようになって
いる。センターでは必要に応じて部局および管理業者との調整や処理水の水質調査を行っている。各団地
水質測定室では，最終放流水を1時間毎にCOD測定を行っているが，各合併浄化槽処理水の切替測定が
可能である。週に何回かの測定において，ほとんど異常値は認められなかった。また大腸菌群数もいずれ
の調査において検出さていない。しかし全窒素，全リソについては，非常に厳しい状況にある。
　平成8年4月1日から全窒素および全リソの排水基準が下記のように厳しくなる。
　　　　　全窒素・全リソの新しい排水基準　　単位：mg〃
日間平均値 最大基準値
Sリ　ソ @　8→3 @16→6
　今までは，全窒素は一律基準，全リソは県の指導基準の5mg〃で管理しているが，今後は上乗基準に
より日間平均が全窒素は25mg／　e，全リソは3mg〃を越えることが無いようにしなければならない。
　最終放流水で全窒素，全リソは，現状ではこの新しい日間平均値を越えることがしばしばある。全リソ
については，何回か県の指導基準の5mg〃を越えて注意を受けている。これらの要因は，先にも述べた
ように実験洗浄排水ではなく，生活排水によるものである。洗剤は無リソの使用を徹底させることが必要
で，食べ残し類の流入を極力防ぐことが必要である。場合によっては合併浄化槽の高度処理化の検討も必
要となるが，下水道の整備計画もあるので，大きな設備投資は困難である。現状では排出者の注意と管理
業者による最適な処理をお願いするしかない状況である。平成6年度からは，全ての合併浄化槽の処理水
についても全窒素，全リソの分析を実施するように会議で決めた。
　また休暇などの学生等の人数による負荷変動時は，トラブルが発生しやすいので管理部局では，業者と
の密接な連絡を取って頂くようにお願いしている。
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4．共同業務
　例年どおり部局と環境管理センターとの水質管理に係わる共同業務による点検を実施した。水質管理に
関する啓蒙活動や定期的な清掃で，配管経路への汚泥等の堆積等は少なくなってはいるが，毎年同じ場所
で多量の汚泥あるいは異物が溜っている箇所がある。点検結果は，部局へ送り，その処置状況や抜本的な
対策方法等について報告して頂いている。配管経路の状況，特に異常である場合は，実際に排出している
教室の人に把握してもらことが重要である。そのためにも異常が多い部局では，各排水系の教官の方にも
参加して頂くようにお願いしたい。
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表7－1　平成6年度　最終放流水水質分析結果
生　　　活　　　環　　　境　　　項　　　目　　　測定項目
@　　　（単位）
N月日
ｨよび団地名
pHBOD
高㏍ﾊ
COD
rμ
浮遊物質
高㏍ﾊ
ヘキサソ
鰹o物質
rμ
フェノ
[ル類
高㏍ﾊ
???
亜鉛
rμ
溶解性鉄
高㏍ﾊ
溶解性マソガソ
r／‘
全クロム
ﾇ9μ
フツ素
高㏍ﾊ
大腸菌
Q数ﾂ／㎝♂
平成6年
S月21日ﾔ団地@7．0
25一＝＝＝＝一＿＿一一
@4．2Q3 @2ｭ0．5ｭ0．01
ｭ0．01，　　冒　　巳　　，　　騨　　p　r　，　｝　　一
ｭ0．01Z．06 Z．08ｭ0．01モO．03ｭ0．1@11
5月19日
北団地一　　一　　一　　一　　一　　冒　曹　曹　　一　　，
ｼ団地@6．6 P0 P8 @6モO．5ｭ0．01
モO．01¶　　．　　，　曹　r　　｝　　P　｝　　一　　一
ｭ0．01O．04 Z．09モO．01モO．03ｭ0．1@〇
6月23日
ﾟ団地@6．7
25一二＝＝二一一一一
@3．7P6 @2q0．5 ｭ0．01 ｭ0．01Z．04 Z．10ｭ0．01
＜0．03r　醒　甲　一　　醒　　醒　　曽　　一　　，　一
ｭ0．03モO．1
@〇雫　　一　　一　　一　　一　　一　一　　■　　一
@〇
＜0．01曹　一　　曹　　，　　，　　一　一　一　一　　一 　0．15一　　一　　一　　一　一　　曽　馬　，　響　一 ＜0．03
7月14日
ﾟ団地@7．2@5．2P9 @3ｭ0．5ｭ0．01 q0．01Z．04 Z．08 @〇．01ｭ0．03モO，1@〇
8月24日
ヲc地
@6．8一　　一　　一　　一　冒　　曽　　暫　　唖　響　　一
@6．9@1．0@4．7@0モO．5q0．01ｭ0．01O．08 Z．07
@〇．08一　冒　　一　　一　　曹　　匿　　℃　，　　騨　一
ｭ0．01q0．03ｭ0．1@〇
9月30日
ｼ団地@7．0
　7．8一　一　　一　　■　　一　　『　9　　一　　曹　　，
@3．3@7．9@2@0．6
ｭ0．01響　”　鱒　一　一　　一　　一　　一　　一　■
ｭ0．01
モO．01曹　9　　巳　，　“　　一　　一　　一　　一　　一
ｭ0．01Z．06 Z．05@0．02モO．03ｭ0．1@0
10月13日
ヲc地
　6。7一　　■　　冒　　一　　9　　－　　9　　，　　一　一
@6．7Q旦 @8．5@4@3．6
ｭ0．01P　炉　｝　　一　　一　　一　■　　■　　一　冒
ｭ0．01モO．01Z．05 Z．10ｭ0．01モO．03ｭ0．1@2
11月10日
ｼ園：地@6．7 Q1 @7．8@2ｭ0．5 ｭ0．01モO．01O．05 O．08
　0。02一　一　　一　　一　■　　一　　、　　響　　盟　一
@0．01ｭ0．03ｭ0．1@〇
12月8日健c地一　　一　一　　一　　幽　　曽　　嘗　　一　　r　　甲
ｼ団地@7．9@9．5@6．6@1ｭ0．5q0．01ｭ0．01O．06 Z．10ｭ ．01 ｭ0．03
　0．2一　　一　　r　　一　一　　一　一　　一　　曹　、
ｭ ．1@〇
平成7年
P月19日ﾑ団地@6．4@6．5P0 @3ｭ0．5ｭ0．01ｭ0．01Z．62 Z．03
@0．02冒　■　　一　　一　　一　　曽　、　　“　　，
@0．08モO．03q0．1@0
2月9日
l団地@7．1 P0 P0
　0，　　謄　　F　　F　　一　　一　　■　　■　　一　　一
@〇 ｭ0．5ｭ0．01ｭ0．01Z．07Z．08ｭ0．01q0．03q0．1@〇
3月10日
ｼ団地@6．9 P7 P7 @3@〇．8ｭ0．01ｭ0．01n．07n．11ｭ0．01ｭ0．03ｭ0．1@0
排　水　基　準
@一律基準
5．8
`8．6
　　160
匇ﾔ平均（120）
200
i150）
鉱物油5
ｮ植油30
5 3 5 10 10 2 15 日間平均R000
上乗せ基準 一 30（20）50（30） 70（50）一 一 一 一 『 一 一 一 一
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表7－2　平成6年度　最終放流水水質分析結果
生活環境項目 有　　　　害　　　物　　　　質　　　測定項目
@　　　（単位）
N月目
ｨよび団地名
全窒素
rμ
全りん
高㏍ﾊ
カドミウム及び
ｻの化合物
P9／ど
シアン
ｻ合物
rμ
???六価クロム
ｻ合物
高㏍ﾊ
ひ素及び
ｻの化合物
rμ
全水銀
rμ
トリクロロ
Gチレン
rμ
テトラクロロ
Gチレン
rμ
シマジソ
rμ
平成6年
S月21日?c地 Q5 R．0 ｭ0．001@く0．1@〇．007モO．04
ｭ0．005．
黶@　卿　　曹　　一　　■　　一　　一　　曾　　曹　　冒　　■　　一
ｭ0．005ｭ0．0005ｭ0．002ｭ0，0005
　一
@一黶@　一　　響　　曹　　一　　一　　戸　　一　　一　　噌　　闇　　一
@一
5月19日
B団地 P2 Q．3 モO．001@く0．1ｭ0．005 ｭ0．04モO．005モO．0005ｭ0．002モO．0005
　一鼈鼈鼈齔癘`一一一一C9
@一黶@　一　　　一　　一　　，　　冒　　r　　一　　一　　一　　邑　　曹
@一
5月23日
x団地@7．4Z．80モO，001’@く0．1@0．006ｭ0．04
ｭ0．005一　　謄　曹　　＿　　F　一　　冒　一　　一　　鴨　ρ　■
モO．005ｭ0．0005モO．002 ｭ0、0005ｭ ．0003
7月14日
ｼ団地 P2 P．7 q0．001@く0．1@0．009モO，04ｭ0．005ｭ0．0005ｭ0．002ｭ0．0005
　一
@一
@一
8月24日
熬c地@6．4
V．6＿＿＝“＝＝＝二r＿一
Q．6 ｭ0．001@く0ユｭ0．005 ｭ0．04 ｭ0．005モO，0 5ｭ0。002ｭ0。0005
　一
@『
@一
9月30日
ｼ団地 Q0 Q．0 ｭ0．001@く0．1モO，005ｭ0．04モO，005ｭ0．0005ｭ0．002
ｭ0．0005
モO．0005
　　　　　｝
@　　　，　　一　　■　　一　　一　　一　　午　　謄　　一　　一　　■　　一
@　　　　一
ﾋ　　F　　一　　一　　一　一　　櫓　　F　■　　■　　一　　一　　，　　ρ　　一　　一　　一　　一　　，　　－　　一　　一　　■　　一
@　　　　｝
10月13日
ｼ団地@6，4P．2 ｭ0．001@く0．1q0．005モO．04ｭ0．005モO．0005ｭ0．002ｭ0．0005
　一
@一
@一
11，月10日
亦c地 P4 P．9 ｭ0．001@く0．1ｭ0．005ｭ0．04 ｭ0．005ｭ ．0005ｭ0．002ｭ0．0005
　『黶@　ド　　■　　一　　一　　一　　，　　㎡　　一　　一　　一　　一
@一
@一
12月8日
ｼ団地 P1 P．9 ｭ0．001@＜0，1モO．005モO．04q0．005q0．0005ｭ0．002ｭ0．0005
　一
@一
@一
平成7年
P月19日
健c地，　r　一　　一　　一　　一　　層　　’　　一　　一
ﾟ団地
37　r
黶@　，　　暫　　一　　一　　一　　一　　辱　　－　　一
Q9 R．3 ｭ0．001@く0，1ｭ0．005 ｭ0。04 ｭ0．0050，000ｭ0．002ｭ0．0005
　一
@一黶@　一　　曾　　曹　　曽　　■　　冒　　一　　　一　　一　　，　　，
@一
2月9日健c地一　　暫　曹　　一　　一　　一　　騨　甲　　曹　　曹
ｼ団地
24　「
P9
2．0．
|　　冒　　一　　　一　　鱒　　響　　曹　　一　　一　　一　　一
P．9 ｭ0．001@く0．1ｭ0．005 ｭ0，04 ｭ0．0050．000ｭ0．002ｭ0．0005
　一a@一　　■　　一　　一　　一　　｝　　，　　，　　一　　一　　■
@一黶@　一　　糟　　P　　曹　　一　　一　　一　　一　　¶　　曹　　曹
@一
3月9日
ｼ団地 P1 Q．6 ｭ0．001@〈0．1モO．005ｭ0．04q0．005ｭ0．0005ｭ0．◎02モO．0005
　一
ｴ　　曹　　■　　■　　一　　一　　　曹　　冒　　一　　一　　一　　邑
@『黶@　一　　P　　一　　冒　　一　　冒　　一　　一　　骨　　雪　　曹
@一
排　水　基　準
@一律基準
120
i60）
16
i8） 0．1 1　　　0．1 0．5 0．1 0，005 0．3 0．1 0．03
上乗せ基準 『 5 一 『　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一 一 ｝ 一 一 『 一
一107一
25
????﹈?????20
15
10
5
　　02500
﹇????????
2000
1500
1000
500
o
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図3－1　平成6年度［前期］汚濁負荷量・総排水量測定結果
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5
　　02500
冨2000
＞N?
　1500
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o
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図3－II　平成6年度［後期］汚濁負荷量・総：排水量測定結果
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表8　平成6年度　実験洗浄排水pH異常発生件数
採水場所　種　別 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月1月 2月 3月 計
遺伝子実　酸　　性
汾??@アルカリ性
????????rO
n
??? ?
教育学部　酸　　性
汾??@アルカリ性
??????． ・0
O
??0』
O
・・?LO
n
?
理学部　酸　　性
汾??@アルカリ性
????????1．
O
???? ??
薬学部　酸　　性
汾??@アルカリ性
?????????????10
P
工学部　酸　　性
汾??@アルカリ性
???????????? ?
農学部　酸　　性
汾??@アルカリ性
??????? ??????、? ?
教養部　酸　　性
汾??@アルカリ性
????????????? ?
大学院　酸　　性
汾??@アルカリ性
???????????? ?
計 4 3 2 3 0 0 2 2 3 4 5 1 29
水素イオン濃度（pH）許容限度：5．8以上　8．6以下（海域以外の公共用水域に排出させるもの）
一11（ト
